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2-6.  分科会Ⅲ 
 

分科会Ⅲでは、今の自分にとって何が理想の働き方なのか、どうしたらその理想を実現できるの

か、等身大の自分に合った行動について、グループワークを通して考えました。 

最後に、これまでの分科会で得た気づきやアイディア、グループのメンバーからのアドバイスをバラ

ンスよく取り入れながら、自分だけの「理想の働き方 PLAN」を作成しました。 

 

 

（１）アイスブレイクⅠ［9：40～10：00（20 分間）］～わたしの大切な１０のこと～ 

まず、各自が自分の人生において「必要な要素」又は「大切な要素」を 10 個紹介するという、アイ

スを粉々にブレイクする非常に掘り下げた自己紹介を行いました。 

 

 

（２）わたしの 4 つの窓［10：00～11：10（70 分間）］ 

 アイスブレイクで自分の内面に目を向ける準備体操をしたところで、次は本格的に自分自身を掘り

下げるグループワークを行いました。 

はじめに、各自で「自分の現状」「自分の問題点」「これからしてみたいこと（目指すこと）」「普段人

には言わないここだけの本音」「心の奥にしまった後悔」など、公私を問わず自分に関わることを計 10

個考え、付箋紙に書き出しました。それらを模造紙に書かれた「個人」「私人」「社会人」「大学人」の

4 区分に分類しながら、総合的な自己分析結果をメンバーに発表しました。 

全員の発表が終了した後、グループで模造紙に貼られたメンバーの様々な現状、悩み、目標につ

いて、解決へのアドバイスやもっと良くなるアイディアを出し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）アイスブレイクⅡ［11：10～11：30（20 分間）］～わたしの大切な 3 つのこと～ 

ここでは、アイスブレイクⅠで考えた自分自身の 10 個の大切な要素を、「3 個」に絞るという厳しい

指令に基づき、断捨離を敢行しました。なお、実行委員の粋な計らいにより、参加者はアイスブレイク

Ⅱの内容を当日まで知らされず、怪しげな茶封筒に入った紙を取り出し、初めて指令を言い渡される

こととなりました。 

順番に、最初の人から 1 枚ずつ大切な要素を書いたカードを中央のボックスに捨て、捨てる理由

を一言添えるよう指示があったため、各グループでは悲鳴に近い声や高らかな断捨離宣言が会場内

に広がり、大きな盛り上がりを見せました。アイスブレイクⅠであんなに熱弁していた大切な要素をさく

さく捨てていく人もいれば、真剣に頭を抱えながらカードを選ぶのに時間がかかる人もいました。 

 

 

（４）わたしの Cosmic Calendar［11：30～12：40（70 分間）］ 

Cosmic Calendar とは、宇宙の始まりから現在までを 1 年間の時間に換算したカレンダーのことで

す。ここでは、始点は明日（10 月 10 日）、終点は 1 か月後の 11 月 10 日に設定した Cosmic 

Calendar を用いて、明日からできる具体策を考えました。 
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各自、行動を考えるヒントとして「始めること（START）」「変

えること（CHANGE）」「やめること（STOP）」を意識しながら、こ

の 1 か月の間に実行できそうな行動を付箋紙に記入し、それ

らを Cosmic Calendar に張り付けつつ発表を順番に行いまし

た。 

 こうして、グループのメンバー全員が「いつ、何を、どのよ

うに行動するのか」が目に見える、大変意欲に満ちた Cosmic 

Calendar が出来上がりました。 

（５）わたしの理想の働き方 PLAN 作成［12：40～13：00（20 分間）］

ここまで行ってきたグループワークを踏まえ、自分が明日からどう変わるのか、どう行動したいかを

自分だけの「理想の働き方 PLAN」として文章にまとめました。 
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2-7.  全体会（クロージング） 
 

 2 日間にわたる第 11 回コクダイパン会議もあっという間に最後の全体会（クロージング）となりまし

た。 

 参加者は、1 日目の全体会（オープニング）の時に比べ、これまでの分科会で得るものがあり晴れや

かな笑顔の者や、自分の作成した PLAN を見直す者など、それぞれが充実した 2 日間を過ごしたよ

うに感じられました。 

 クロージング全体会では、まず、2 日間にわたる会議の総まとめとして、講演会・分科会Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを

通して学んできたことを踏まえ参加者一人一人が作成した「理想の働き方 PLAN」について、数名に

発表していただきました。 

 当初は、緊張からかなかなか手が挙がらなかったものの発表と質疑応答が盛り上がるにつれ、最

終的には自ら挙手をして発表する方も出てきて、意識の高まりが感じ取れました。 

 「理想の働き方 PLAN」は業務自体の効率化等の直接業務に関わるものから、プライベートの過ごし

方まで含めた QWL 向上に関わるものまで、まさに pan by one といったオリジナリティが発揮されたも

のであったため、発表を聞く参加者も「そのような考え方もあるのか」とうなずいて反応する等、有意

義な情報共有の場にもなっていたようでした。 

 

 続いて、実行委員長の大橋 正明（筑波大学）より総括として実行委員の言葉とし、2 日間を振り返

りました。その後、参加者全員がお互いへの感謝、今後の健闘を祈り、参加者全員による参加者全

員のための拍手をもって、第 11 回国立大学一般職員会議は閉会しました。 
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3. アンケート結果 

 

108 名の参加者のうち 97 名（約 90％）から回答をいただきました。ここではその集計結果につい

て紹介いたします。 

 

1.会議に出席するにあたって 

1-1.所属機関における、コクダイパン会議開催の周知状況（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の参加者のうち所属機関で周知がなされている機関は 9 割を超えているようです。周知方法

としてはメールによる周知が最も多く、過半数を占めています。またその他の回答として、上司からの

推薦が 2 件、研修担当からの推薦が 1 件と所属機関からの推薦での参加者もおり、各機関内でもコ

クダイパン会議への参加が意識されていることがうかがえます。 

 

1-2.所属機関におけるコクダイパン会議参加への支援状況（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「その他」の回答： 
学内研修担当の推薦/上司からの推薦（2）/実行委員からの連絡（3）/
会議資料/文教速報 or ニュース/うわさ/文科省出向中のため不明 

※単位（人） 

※単位（人） 
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参加者のうち、約 6 割の参加者が何らかの支援があったと回答しており、各所属機関でのコクダイ

パン会議の認知度と期待感がうかがえます。支援の方法としては「出張・代休」扱いが最も多く、半数

を占めています。一方、約 3 割は所属機関からの支援がない状況での参加となっており、参加者の

意識の高さがうかがえます。 

 

第 7 回までは支援ありが増加、支援なしが減少傾向にありましたが、ここ数年は支援ありの割合は

6 割から 7 割程度で落ち着いているようです。 

 

【参考資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※母数はアンケート回答数であり、無回答者等がいるため合計地が 100％にならない場合がある。 

 

1-3 支援によるコクダイパン会議参加意向への影響 
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支援のあった参加者のうち、6 割以上は「影響した（支援がなければ参加しなかった）」と回答して

います。また、「あまり影響しなかった」「影響しなかった（支援なしでも参加した）」を合わせると約 4 割

となっており、機関から支援を受けて参加した参加者では、各機関での支援の有無が参加の動機に

影響していることがうかがえます。一方、実際に支援があった参加者でも、約 4 割は「影響しなかった」

「あまり影響しなかった」と回答しており、「支援なし」と回答している参加者と合わせると全体で約 6 割

の参加者は支援の有無に関わらず参加意向であったことがうかがえます。 

 

1-4 第 11 回コクダイパン会議の情報源 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最も多いのは「所属機関からの通知」で参加者の半数を超えており、各所属機関内でのコクダイパ

ン会議の通知が参加者に大きな影響を与えていることがわかります。また昨年に引き続き、2 番目に

多いのが「友人・知人から」となっており、人とのつながりが大事な情報源となっているようです。 

 

【参考資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※母数はアンケート回答数であり、無回答者等がいるため合計地が 100％にならない場合がある。 

※単位（人） 
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1-5 コクダイパン会議に参加することによって得たい・身につけたいもの（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「仲間・人脈」が 73 名（67.5％）、「モチベーション・新たな目標」が 71 名（65.7％）、「新たな視

点・アイディア」が 67 名（62.0％）、となっており、この 3 つが主に参加者がコクダイパン会議に参加し

た目的であることが分かります。 

 

また、過去のアンケートの傾向から、前回から「新たな視点やアイディア」は若干減少したものの、

全体的に各項目増加傾向にあり、参加者のコクダイパン会議に対する期待度が上がっていることがう

かがえます。 

 

【参考資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.会議全体について 

※単位（人） 

※母数はアンケート回答数であり、無回答者等がいるため合計地が 100％にならない場合がある。 
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2-1 広報媒体（HP、ブログ、Facebook）の閲覧状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 割以上の参加者が少なくとも 1 回は HP かブログを閲覧していたようです。一方、Facebook につ

いては第 10 回に引き続き「まったく見なかった」との回答が過半数を占める結果となりました。「まっ

たく見なかった」と回答した参加者のうち、見なかった理由について一番多かったのが「Facebook 未

登録・利用していない」で約 4 割を占め、次いで「Facebook の存在を知らなかった」との回答が約 2

割でした。一方で「HP やブログで十分な情報を入手できたため」という意見も散見され、今後の活用

や内容など、運用方法も含め検討する必要がありそうです。 

 

2-2 会議日程について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 割以上の参加者が「ちょうどよい」と回答しており、スケジュールは適正なようです。 

 

しかし、3 連休であれば前半 2 日間の方が参加しやすい、3 連休以外の開催がよいとの意見もあ

り、開催地のアクセスのしやすさによっては検討の余地がありそうです。 
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2-3 参加費について 

 

 

9 割以上の参加者が「ちょうど良い」と回答しており、概ね適切な参加費で開催できていることがう

かがえます。 

 

2-4 会議の満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体会、講演会、分科会のいずれも「満足」「まあ満足」を合わせると 8 割以上、アイスブレイク、グ

ッズはわずかに 8 割を下回っているものの 7 割以上が「満足」「まあ満足」と回答しており、大方の参

加者から満足と評価されていることが分かります。 
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特に最も満足度が高かったのは講演会で、9割を超える参加者が「満足」「まあ満足」と回答してい

ます。現在も活躍されている先輩職員の経験や考えを聞けたことが、今回のテーマの１つである自分

が理想とする働き方のビジョンを得られる機会となり、参加者のモチベーションアップにも繋がったの

ではないでしょうか。普段の業務のなかではなかなか機会の少ない、他大学での取り組みや活躍す

る職員の話を直接聞けることがコクダイパン会議の醍醐味となっていることがうかがえます。 

 

次いで分科会Ⅲ、懇親会が 88％、全体会が 86％、分科会Ⅱが 81％となっています。分科会Ⅲ

では 1 日目の講演会、分科会Ⅰ、分科会Ⅱをとおして得た自分自身の QWL、理想の働き方を整理

し、自分自身のことについて「本音で話す」ことを目的の 1 つとしています。参加者の抱えている問題

や課題について、他大学の職員と意見交換することで新たな視点・アイディアを得られる場であった

として、参加者にとって充実した時間であったと思われます。一方、アンケートでは「時間が余った」と

いう意見が散見され、時間配分については検討する必要がありそうです。 

 

また、懇親会についても満足度が 86％と高く、参加者の多くは「1-5 会議に参加することによって

得たい・身につけたいもの」にもあるように、コクダイパン会議を通じて「仲間・人脈」を得ることを希望し

ていることから、参加者同士の交流の機会である懇親会は参加者のニーズに応えた企画であったと

判断できます。毎年恒例の各大学自慢のグッズコーナーに加え、今回初企画である、自分の大学の

風景を写真で紹介する「My Best University」も開催され、大いに楽しんでいただけたようです。 

 

2-5 会議に参加することによって得られた・身についたもの（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※単位（人） 

 



50 
 

「1-5 会議に参加することによって得たい・身につけたいもの」と比べると「モチベーションや新たな

目標」、「新たな視点やアイディア」と回答した人数はやや増えており、一方「仲間・人脈」はやや減少

しています。新たな視点やアイディアを得ること、モチベーションが高まり、新たな目標が得られたとい

う点は評価されているようですが、仲間や人脈を得ることに関しては、期待ほど得られなかったと考え

た参加者がいることがうかがえます。次年度以降の企画内容については、参加者のニーズを限りある

時間の中に、どう反映していくのかを検討する必要がありそうです。 

 

2-6 業務に対する姿勢の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のコクダイパン会議参加者のほとんどが業務に対する姿勢に対し「大きく変わった」「少し変化

があった」と回答しています。変化の理由として「自分の現状を見直せた」「前向きに取り組む意識に

変わった」等のコメントも多く寄せられ、企画側としては嬉しい結果となりました。 

 

2-7 今後の参加意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「その他」の回答： 

次の目標ができたときに参加したい/

また必要性を感じた時に参加したい/

内容次第/わたしは７年目なのでもっ

と勤務中年数が短い人にぜひ参加し

てもらいたい/年齢的にもう参加できな

いかもしれない/予定による 
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開催地による「大都市周辺」という回答が最も多く 20%（18 名）でした。また「大都市周辺」「地方」

「近距離であれば」を合わせると 6 割を占め、参加者にとって開催する場所が影響していることが分

かります。「自費であっても参加したい」と回答したのは 12％（18 名）、「所属機関から費用面等での

支援があれば参加したい」と回答したのは 23％（33 名）となり、費用面等に関する回答は第 10 回に

比べると若干減少傾向にあります。 

 

3．今後について 

3-1 「わたしの理想の働き方 PLAN」をもとに明日からやってみようと考えていること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○業務改善/意識改革・業務への姿勢を変えたい（28 件） 

タイムマネジメント/業務の全体像を念頭におく。/上司の良い所を盗んで利用する。/隙間時間

にやろうと思うことを随時メモしておく。/困ったことがあれば上司と相談する/帰る時間を決めて

仕事する。/上司が忙しそうにしていたら声をかける。/物事をポジティブにとらえる/ワードの文書

構成機能を設定する/仕事にやる気をだすこと/隣の業務も含めたちょっとした業務改善/具体

的な効率改善アイディア/自分の仕事の意味について考えること/決裁の時、直した方が良い箇

所はきちんと伝える。/電話をとるのはゲーム感覚で/視点を 2 段階ほど高くすることです。/デス

ク周りの整理整頓/係内の進捗状況が目に見えて分かる仕組みづくり/残業を減らす。/回覧

物、決裁、新聞等を読み込む。/100％ではなく 80％！/業務の優先度と緊急度を踏まえた

Todo リストをつくる。/仕事にメリハリをつける/上司に相談する/向上心を持って仕事に取り組む/

愚痴をやめること、不満があればプラスに転じるようにやり方を考えること/12 時までに寝ること。

業務においてデータとしてまとめることができるものをデータ化する 
 

○知識の習得・自己のスキルアップ（18 件） 

語学の勉強/通勤電車内で勉強・読書をする。/国立大学法人会計の勉強をします。/自分のス

キルアップのため、秘書検定の本を買う！！/大学の他の業務のことを研究する（自分の部署以

外で）/自分から動いて学ぶ/勉強内容を決定する。/生活 and 仕事で課題になっていることにつ

いて学ぶ(手段はどうでも)/英語学習をすぐに！/英会話レッスンをスタートする/英語、興味のあ

る分野の勉強を始めてみる。/自己のスキルアップ/学内散歩（大学のことを意外と知らないの

で、お昼休みや始業前の時間で学内を歩き回りたい） 
 

○自分の生活（仕事以外も含む）を見直したい（18 件） 

朝活☺/休憩ついでにお散歩。何を大切にするかの再考。今やりたい、という気持ちに素直にな

る。/生活習慣の見直し/生活リズムの見直し/余暇時間の有効活用/家族を大切に。仕事とプ

ライベートを分ける。/仕事以外の時間を作る/自分の短所・長所をみなおす。英語、興味のある

分野の勉強を始めてみる。/早く寝て、早く起きる。/時間を計画的に使う/通勤中の本、休みを

とる/休み方を含む計画的な働き方の検討/アンテナを張る/朝活/早寝早起き/休み日は休

む！/時間の使い方（早寝早起き、早期退勤）/帰れるときは早く帰る 
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「わたしの理想の働き方 PLAN」をもとに明日からやってみようと考えていることとして，業務改善や

意識改革の回答が多く見られました。分科会Ⅱでの他大学の職員が行っている取り組みの事例紹

介をはじめ、参加者同士での意見交換・情報共有をとして業務へのモチベーションが上がった結果

ではないかと伺えます。また、知識の習得・自己のスキルアップや業務外での自分の生活の見直しに

ついても回答が多く、「理想の働き方」を描くうえで業務以外の事も充実することが必要だということを

再確認していただけたように思います。 

 

今回のコクダイパン会議では分科会Ⅲのコズミックカレンダーにもあるように、コクダイパン会議終了

後の「明日から」約１ヶ月を目安とした、具体的な期間内での理想の働き方に近づくためのプランを検

討してもらいました。アンケートにも、まずは自分の可能な範囲での具体的な実行の回答が多くあり、

実行委員会一同、参加者の所属機関に戻ってからの主体的な活動の実施を期待しています。 

 

3-2 今後取り上げてほしい企画など 

 

 

 

 

 

 

 

 

○コミュニケーションを取りたい・情報共有したい（11 件） 

気軽に話しかける。/人の顔色を伺いすぎない。/決めたことを実行するとともに、今日出会った

方々と情報共有をしていきたい/声かけ雰囲気作り/一日一回雑談する。/コクダイパンの共有

会。/自分から部署のムードをより良く変える行動をしていく！/同僚をご飯に誘う。/雑談してい

く。仕事以外のつながりも作る。/人をほめる/係内の情報共有をもっとしたい。 
 

○マニュアル・TODO リストの作成（9 件） 

少しずつマニュアルを作る。/まず todo リストを毎日忘れずに作りたいです。/1 日 5 分のマニュア

ルづくり、朝30 分の英語/To Doリストの作成！業務マップの作成！/引き継ぎ書の作成/TO DO 

リストの保管/TODO リスト作成・振り返り/TODO リストの改善、ホウレンソウの徹底、余暇の充実/

業務効率化につながる引き継ぎ書を毎日少しずつ作りたいと思います。 
 

○その他（3 件） 

自分の信じる道を進んでいきます！/工夫力、自己表現/やりたいことは全部やる！ 

○事例紹介 

・活躍している一般職員による講演 

・新しいことの始め方（スタートアップの成功例・失敗事例） 

・先輩職員からの事例紹介 

・事例紹介は今後も継続してほしい。 

・初期のコクダイパン実行委員を呼んでみては？経験の浅い職員間で議論してもなかなか「どう

すればよいか」のヒントを得るのが難しいと思います。1 セッションくらいなら、議論サポーターとして

係長、主任クラスに参加してもらうのも悪くないかと。 
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○大学運営 

・運営費交付金の削減にどう対処するか 

・教職協働 

・仕事（規則）の変え方や未来の大学の在り方とそれに向けた大学職員の変化，憧れる職場環

境づくり，役立つ資格ランキングなど。 

・大学法人化について 

・留学生支援について 

・教職協同について、「学生目線」について（教員・職員の壁、教職・学生の壁について） 

・国立大学法人の未来について考える 
 

○キャリアプラン・自己啓発 

・キャリアプラン。事務の合理化。 

・自己啓発の仕方 
 

○情報共有・業務ごとでの情報交換・交流 

・情報系セクション分科会 

・同じ課でのディスカッション 

・業務別での分科会があってもよいかなと思いました。 

・業務別での内容も盛り込めるといいかも。 

・分野、課別懇談会 

・類似業務の人達での話し合いの機会があればよいと思います。 

・業務のジャンルごとでの悩み、課題相談会 
 

○コミュニケーション、メンタルヘルス等 

・人間関係、メンタルヘルス、効率化、仕事のハウツー 

・職場でのコミュニケーションについて 
 

○その他 

・我々の立場について。(国家公務員？会社員？研究者？等) 

・学べることならどんなことでも！！ 

・これからの大学職員とは(こうあるべき、海外事例など) 

・将来大学職員に求められる人材のイメージ 

・モチベーションの上げ方・同じ業務の人間同士の悩みの解決等 

・その場で話をまとめてプレゼンするような、伝える能力を身につけること 

・お任せします 

・上の人が、下の人にどういう考え方を持っているのかを知りたい 
 

○企画 

・大学の規模でグルーピングしてグループワークしてみたい。 

・大学紹介プレゼン 時間 10 分とか…。 

・各大学で作っているお酒の紹介がもっとあると楽しいです。 
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3-3 次回の開催地希望 

エリア 人数 地域 内訳 具体的記載 

東日本 19 北海道 6 北海道（6） 

東北 4 東北大学（1）、福島大学（1） 

関東・甲信越 3 茨城大学（1）、筑波大学（1） 

東京 5 電気通信大学（1） 

東海・北陸 1 名古屋（1） 

西日本 37 近畿 15 京都（4）、大阪（3）、神戸（1）、六甲（1）、関西（6） 

中国・四国 5 島根大学（1） 

九州 12 長崎大学（2）、九州大学（1）、福岡（1） 

沖縄 5 琉球大学（1） 

その他 5 どこでも良い、お任せします、温泉地、特になし 

 

第 10 回に引き続き、西日本エリアでの開催を希望する声が多く聞かれました。  

 

4 その他のコメント（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○コクダイパン会議及び委員へのお礼・労り等（33 件） 

・スタッフの皆様のおかげで、良き会議になったと思います。本当にありがとうございました。 

・準備・運営等ありがとうございました。充実した 2 日間でした。また機会があればぜひ参加したい

と思います。 

・ありがとうございました！！ 

・実行委員の皆様は本務もある中で、今回の準備・運営にご尽力頂いたことに感謝申し上げま

す。 

・実行委員のみなさま、本当におつかれさまでした！！ 

・貴重な経験をさせていただきありがとうございました。 

・2 日間お疲れ様でした。貴重な経験をさせていただきました。ありがとうございます 

・今回、コクダイパン会議に参加でき、2 日間という短い時間でしたが、自分にとって有意義なもの

であり、意識改革の助けとなりました。運営スタッフの皆様、ありがとうございました。お疲れさまで

した。 

・運営いただきありがとうございました。とても勉強になりました。 

・準備、運営等ありがとうございました。すごくいい経験になりました！ 

・本当にお疲れ様でした！！有り難うございました！！！ 
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・開催校として、少しだけ運営側に携われたので、楽しかったです。実行委員の皆さん、お疲れ様

でした。ありがとうございました！ 

・準備、運営おつかれさまでした。 

・2 日間、そして入念な準備お疲れ様でした。自主的なスタッフでの運営はとても大変だと感じま

す。明日からがんばるための活力になりました。ありがとうございました。 

・ありがとうございました。2 日間楽しく勉強することが出来ました。本当に感謝です。 

・とても有意義な経験になりました。実行委員の方々、本当にありがとうございました。初めは 1 回

出ればいいと思ってましたが、また参加しようと思います。 

・2 日間ありがとうございました。またお会いできるのを楽しみにしております！ 

・きめ細やかな準備、ご対応ありがとうございます。お陰で有意義な時間をすごすことができまし

た。 

・明日から新たな気持ちで業務に取り組めそうです。是非またこの会議に参加したいと思いました

し、同僚にも勧めたいです。お忙しい業務の傍ら会議の準備・運営に当たってくださった実行委員

の皆様、ならびにサポーターの皆様に心よりお礼申し上げます。二日間本当にありがとうございま

した。 

・実行委員のみなさん、二日間の運営お疲れ様でした。おかげさまで有意義な時間となりました。

ありがとうございました。 

・初めこそ「ひえぇぇ」って感じでしたが，この半年を経て，あの時実行委員に声をかけてもらって本

当に良かったと心から思っています。最高な仲間たちと最高な仕事が出来たことに感謝しつつ，

等身大の自分が大学やそれを取り巻く方々に対して何ができるのかを常に模索し，行動につなげ

ていきたいと考えています。本当にお疲れ様＆ありがとうございました！！！ 

・実行委員、サポーターの皆さま、お疲れさまでした。毎年、会議が続くのはみなさんの尽力のお

かげです。本当にありがとうございます。一方では、参加者全員が作り上げる会でもあり、当日はそ

れができたか、が一つのアウトカムになるかなあとも思います。 

・11 回目を迎えたコクダイパンですが、今後も末永く継続していってもらえればと思っています。ひ

さびさに参加できて楽しかったです。ありがとうございました。運営おつかれさまでした。会議そのも

のはもちろんですが、実行委員のみなさんの和気藹々としたようすを見るのも楽しかったです。 

・ありがとうございました！ 

・とても良い刺激を受けました。仕事をただこなすのではなく、どうすれば良くなるのか考え実践し

ていきたいと思いました。来年はもう少し成長して皆さんとお会いできるのを楽しみにしています。 

・2 日間、本当にお疲れ様でした！ 

・皆さん意識が高かったので、とても刺激になりました。明日から実行に移していきたいと思いま

す！実行委員のみなさん、サポーターの皆さん、有り難うございました。 

・この度はコクダイパン会議お疲れ様でした。噂通り非常に勉強なるとともに自身の仕事への取り

組みを再考するよい機会となりました。このような有意義な会を企画、運営いただいた皆様に感

謝申し上げます。実行委員の皆さんありがとうございました！お疲れ様です。 
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・お疲れ様でした。司会が可愛かったです。消極的な人が全然いなくて良い会でした。京都工芸

繊維大の油取り紙がとてもいい。ﾂｸﾊﾞｯｻｰﾝ/（＾O＾）\ 

・運営の方は本当に大変だったと思います。熱意のある方々のがんばりのおかげで私含め、他の

多くの人がこういう機会を持つことができています。ありがとうございました。 

・委員の皆様お忙しいなか貴重な体験をありがとうございました。 

・本当にありがとうございました。 

・初参加の方々の意欲が気になります（笑。積極的な方のほうがもちろん多いですが！！） 
 

○人との繋がり（11 件） 

・多くの方と知り合えてお話しできてとても良かったです。 

・他大学の方と交流する機会はあまりないので、参加することができてとても良かったです。特に

分科会Ⅱでは、同じ一般職員がこんな取りくみをしているんだ！と新鮮な驚きがあるとともに、自

分もこれくらいできるようになりたいという動機づけにもなりました。 

・他の勉強会は実績も経験も豊富な中堅が多く，パンで集まることの意義が大きいと感じた。様々

な大学の方とワークできて楽しく実りのある時間でした。ありがとうございました。 

・グループワークや個人ワーク、とても楽しくてあっという間でした。自分の理想の働き方を見つけ

ることができ、さらに様々視点や考え方を得ることもできました。他大学の方とも交流ができとても

貴重な体験でした。本当にありがとうございました。 

・採用半年しか経っておらず、議論についていけるか、皆さんと打ち解けられるか不安だったので

すが、アイスブレイクやグループワークなど、議論に参加しやすい配慮がなされており、かつ分科

会の内容も堅苦しくなかったので、楽しく参加できました。他大学の方との交流やディスカッション

により、自分を見つめ直すだけでなく、たくさんの刺激も受けられ、とても有意義な二日間となりま

した。明日から新たな気持ちで業務に取り組めそうです。是非またこの会議に参加したいと思いま

したし、同僚にも勧めたいです。お忙しい業務の傍ら会議の準備・運営に当たってくださった実行

委員の皆様、ならびにサポーターの皆様に心よりお礼申し上げます。二日間本当にありがとうござ

いました。 

・仕事で困っていることで、同僚では近すぎて相談しづらく、他の職場の友人では仕事内容がわ

からないから伝わらないといったことで、誰にも相談できなかった所があったので、他大学の同業

の方の意見を聞けるのはとても良い機会でした。 

・今回参加して、いろいろな大学の人と交流できたのがよかったです。また、働く上での目標もでき

てよかったです。 

・他大学の皆さんもそれぞれ働き方に特色がありながらも同じような悩みや問題意識をお持ちだ

ということがわかり、共感することができ、大変励まされました。参加して本当によかったと思いま

す。ありがとうございました。 
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○改善点・要望・提案等（6 件） 

・わたしの理想の働き方 PLAN の策定に際して、分科会 1、2 の内容をうまく reflect できるような

機会があったらもう少し 1 日目の内容をうまく PLAN に落とし込めたかな、と思います。 

・次回のタイムスケジュールへの参考として、ちょっとトイレに行くタイミングが難しかったです（１日

目）15 分程度の休み時間が１度あるとありがたいです。 

・特に、講演で話された方々が素晴らしいと感じました。経験と努力に裏打ちされた事例（分科会

Ⅱも含め）を知ることができ、少しでも自分の職員人生が前進したと思います。分科会Ⅰ、Ⅲの内

容が少し似通っているきがしましたが、ワークショップをよりよくしていくことは難しいことと思います

ので、これからどんどんブラッシュアップされていくことと思います！ 

・お酒はほどほどに。 

・事前、当日の準備、運営でお世話になって皆さま、大変ありがとうございました。こういった会

は、終了後に連絡が途絶えがちなので、1 か月後にグループ全員で進捗をメールで確認しあうな

どのフォローアップがあっても良いと思います。あと、アンケートは 1 ページか 1 枚くらいのほうが回

答率 UP につながると思います。 

・企画・提案・プログラム共に，効率よくテンポよく進めたので，ストレスなく，充実した会でした。※

今回以外にも集まる機会が欲しいですね。自主的な集まりが定期的に開かれると，モチベーショ

ン UP にもつながるかと思います。 
 

○その他（感想、質問等）（15 件） 

・楽しい 2 日間でした！ 

・参加して本当に良かったです。ありがとうございます。 

・参加者の皆さんのやる気がある姿をみてこれから頑張らないとなと思いました！ 

・初参加でしたが、参加して自分の働き方を改めて捉え直すことができたように思います。それが

できたことで、具体的に今後どうしていくか、どこを変えていきたいか、自分の強みは何かなどを考

えることができました。明日からまた頑張ろうという気持ちになれました。参加してよかったです。あ

りがとうございました。 

・横国（初参加）より，積極的に発言できました。テーマも，1 年目の人も話しに入り易かったと思

います。グループワーク系がとにかく苦手でしたが，段々経験と共に得意になってきました。また

近場でしたら参加したいです。 

・2 日目に参加するのに 1 年かかりました。第 10 回＆第 11 回コクダイパン会議終了します。 

・自分だけでなく，他大学の方も現状（組織・自身）についてある程度危機感を感じていて，それ

をどうにか打破したいと考えているのがわかって，とても心強くなりました。2 日間ほんとうにありが

とうございました！ 

・とても良い刺激を受けました。仕事をただこなすのではなく、どうすれば良くなるのか考え実践し

ていきたいと思いました。来年はもう少し成長して皆さんとお会いできるのを楽しみにしています。 

・設問 3-6 の回答は開催時期等による。 

・楽しく学べました。ありがとうございました！！ 



58 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コクダイパン会議の開催、実行委員へのお礼や労いの言葉が非常に多く寄せられました。また、

「参加してよかった」「また参加したい」といった声も伺え、実行委員会としてとても嬉しく思います。コク

ダイパン会議には創設時当初から貫かれている「コクダイパン会議は、参加者一人ひとりが創り上げ

ていくものである」という方針があります。今回のコクダイパン会議がアンケートのコメントのように何かし

らの良い影響を与えることができ、無事成功し終了となったのも、参加者一人ひとりが積極敵に議論

に参加し、コクダイパン会議を創り上げてくれたおかげです。改めて参加者のみなさまに感謝申し上げ

ます。本当に有り難うございました！ 

 

また，他大学職員との交流、議論をすることにより、様々な意見や取り組みを聞くことで刺激を受け

たり，モチベーションアップにつながったなどの声が多く聞かれ，この 2 日間を通し，有意義な時間を

過ごしていただけたようです。一方でコクダイパン会議で得たモチベーションをどのように維持していく

かといった課題も散見していました。 

 

なお、アンケート項目 3－6 でのコクダイパン会議の企画・運営スタッフになることに興味があるかと

いう質問に対し、「ぜひやってみたい」は 1 名（1％）、「興味がある」は 25 名（26％）の回答がありまし

た。本務の傍らこのような大がかりなイベントの企画・運営に携わることはそう簡単に決断出来ることで

はないかもしれませんが、これだけ実行委員の活動に興味を持っていただけていることは、とても嬉し

く感じます。長期にわたって本務と両立していくことは大変ではありますが、とてもやりがいのある活動

ですので、是非多くの方に実行委員についても興味を持っていただき、今後のコクダイパン会議を盛り

上げていっていただきたいものです。 

 

・とても良い刺激を受けました。仕事をただこなすのではなく、どうすれば良くなるのか考え実践し

ていきたいと思いました。来年はもう少し成長して皆さんとお会いできるのを楽しみにしています。 

・仕事に対するモチベーションを考えるいい機会になりました。 

・実際にどんなことをされていますか？お聞きできたら嬉しいです。 

・また来たいです。今度は近い組織のメンバーを誘ってみます。あと旅費・代休等も。 

・前回参加した時は 1 年目で仕事もわからない状況のため焦りがありましたが、今年は 4 年目で

の参加のため余裕をもって分科会に参加できました。また部署異動したら、参加したいです。実

行委委員さん 2 日間お疲れ様でした！ 
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コラム 4. 第 11 回コクダイパン会議の作り方 
 

第 11 回コクダイパン会議はどのように当日を迎えたのか、実行委員会始動から当日ま

での動きを振り返ります。 

 

【3 月】 

・第 11 回実行委員会メンバー決定！第 1 回ミーティングに向けて始動！ 

 

【５月】 

・第１回ミーティング＠大阪教育大学開催 

このミーティングで企画の大枠が決定しま

した。委員の中には、他の委員は初めて顔

を合わせる…といった場合もありました

が、熱い議論を交わすうちに、初対面・勤

務年数・勤務地など全く気にならなくなっ

ていきました。 

 

【ミーティング終了～参加者募集開始まで】 

・参加者募集に向けて企画詳細、実施要項の作成に全力投球 

 

【７月３日】 

・参加者募集開始！ 

 

【８月】 

・第２回ミーティング＠筑波大学開催 

この時点で企画詳細はほぼ決定しており、当

日は実行委員によるロールプレイングを行い

ました。参加者にとって分かりにくいことは

ないか、ねらいの達成のために更に工夫でき

ることはないかなど最終段階の詰めを行いま

した。 

 

 

【９月～会議直前】 

・ロールプレイングで出た課題への対応策を決定 

・当日配布する資料の作成 

・前日準備～片づけまでの段取り決定など 

 

【１０月７日、８日、９日】 

事前準備のため、前日７日の午後には会場なる筑波大学へ集合。一部のサポーターさん

との顔合わせも行いました。そしていよいよ当日…！！！ 

 

実は、当日までの間で実際に顔を合わせているのは下線を引いている２回（会議終了後

の反省会を含めても３回）のみです。それ以外の期間は、LINE、Google ドライブやサイ

ボウズ Live など Web を駆使して議論を進めていました。密に連絡をとっていると、ほと

んど顔を合わせていないことが不思議に思えるほどです。 

平日の業務後、休日など時間のやりくりは各自工夫が必要でしたが、互いに刺激しあう

仲間ができたこと、そして参加者のみなさんと第１１回コクダイパン会議を作りあげられ

たことは何にも代えがたいものでした。  
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4．終わりに ～謝辞～ 
 

 第 11 回コクダイパン会議は、運営に多大なるご尽力をいただきました、会場校である会場サポータ

ーをはじめとした筑波大学の皆様、事例紹介者、分科会進行役などの皆々様のおかげをもちまし 

て、特段大きなトラブルに見舞われることもなく、無事終了することができました。この場を借りて厚く

御礼申し上げます。また、参加者や実行委員に対し有形無形の支援をしてくださっている各所属機

関の皆様、ご家族の方のご理解、ご支援のいずれが欠けても、コクダイパン会議の成功はありません

でした。改めまして、関係する皆様に御礼申し上げます。 

 

  ここに、第 11 回コクダイパン会議の報告書が完成いたしました。今回の会議では、国立大学に求

められる社会からの期待に対し、自分はどのような理想の働き方を持つかについて、参加者の皆様

に「わたしの理想の働き方 PLAN シート」を作成していただきました。各自の PLAN シートと合わせて本

報告書をご覧いただき、日々の取り 組みにご活用いただけましたら、実行委員一同幸いです。  

 

 本会議が発足してからも、大学を取り巻く社会環境は変化し続けています。その中で実行委員とな

った我々は、それぞれが大学職員として何を目指し、どう行動していくかを考える会としたいと考え、

本会を企画しました。提供いただいた PLAN シートやアンケートを見ると、勉強法・業務の効率化・余

暇の取り方など、各々がそれぞれの働き方のヒントを得たようでした。自分にとっての理想とそれへ向

けた行動について１つでも発見できれば、実行委員としてうれしく思います。反面、会の時間配分等

についてご指摘もあり、次回以降の反省点とさせていただければと思います。 

 

 変わりゆく社会において、国立大学が今後も教育・研究・地域貢献の核としてあり続けるためには、

各大学を互いに競争相手としてみるのではなく、共に助け合う仲間となるべきという意見もあります。

コクダイパン会議が一般職員同士のつながりを作り、相互に助け合うことで日本全体の大学の活性化

につながれば幸いです。 

 

 最後になりましたが、今回のコクダイパン会議で出会った皆様の益々のご活躍を祈念し、簡単では

ありますが謝辞とさせていただきます。 

 

第１１回国立大学一般職員会議実行委員 一同 

  




